
 

令和６年度 事 業 報 告 書 

自  令和 6 年 4 月 1 日 

至  令和 7 年 3 月 31 日 

１． 第 56 回通常総会 

（１）日 時  令和 6年 6月 26 日（水） 午後 1時 30 分から 

（２）場 所  Niterra 日本特殊陶業市民会館 ビレッジホール 

（３）出席者  出席者          260 名 

              委任状提出者     1,891 名   計 2,151 名 

（４）会議内容 

 議案審議  

      第 1 号議案 令和５年度事業報告及び収支決算報告(案)並びに監査報告につ

いて                          

第 2 号議案 令和５年度公益目的支出計画実施報告書及び監査報告について 

第 3号議案 令和６年度事業計画及び収支予算について 

第 4号議案 役員の選任（案）について 

 

２． 理事会 

（１）第 209 回理事会  令和 6年 5月 29 日 

               ① 令和 5年度事業報告及び収支決算（案）並びに監査

報告について 

               ② 令和 5年度公益目的支出計画実施報告書（案）につ

いて 

③ 新規会員の承認について 

  （２）第 210 回理事会   令和 6年 6月 26 日 

           ① 第 56 回通常総会について 

           ② その他 

（３）第 211 回理事会  令和 6年 6月 26 日 

               ① 仮議長の選任について 

               ② 会長などの選定について 

               ③ 顧問委嘱の承認について 

               ④ 次回総会日程について 

（４）第 212 回理事会  令和 6年 10 月 24 日 

              ① 名友会事務事業の見直しについて 

              ② 役員改選方法について 

                       ③ 新規会員の承認について 

 



（５）第 213 回理事会  令和 7年 3月 27 日 

① 令和 7年度事業計画（案）について 

               ② 令和 7年度収支予算（案）について 

③ 新規会員の承認について 

④ プライバシー・ポリシーの改正及び個人情報 

保護規程の制定について 

 

３． 会員の状況 

令和 7年 3月 31 日現在の会員数は、正会員 3,504 名、賛助会員 104 名の 3,608 名 

で 110 名の減。 

 

４. 社会貢献事業（公益目的事業） 

    （１）1月に東谷山フルーツパークにおいて、ヤエベニシダレザクラの植樹を行った。 

   （２）名古屋フィルハーモニー交響楽団の楽団員による演奏会を 2 月に「名古屋市総

合リハビリテーションセンター」で実施し、入院患者・医療関係者等に生演奏を

楽しんでいただいた。 

   （３）「まちを美しくする会」と共同で市内の公園・道路などの環境美化ボランティア

活動を行った。 

 

５. 福利厚生事業 

  （１）「名友報」の発行 

     第 125 号（令和 6年 6月）、及び第 126 号（令和 7年 1月）を発行した。 

  （２）指定店の利用斡旋 

     指定店制度を引き続き実施した。 

  （３）保険事業 

全日本自治体退職者会、都市職員災害共済会及びこくみん共済の共済事業並び 

に団体扱保険等の被保険者の加入促進に努めた。 

（４）慶祝事業 

白寿（99歳）になられた 2名の会員に祝い品を贈呈した。 

また、米寿（88歳）になられた 41 名、喜寿（77歳）になられた 174 名の会員に

対して祝い品を贈呈した。 

（５）クラブ活動助成 

ゴルフ部、俳句部の各クラブに助成を行った。 

  （６）「名友会」のホームページの更新充実を図り、情報提供するとともに会員の交流

を深めた。 

  （７）会員の福利・厚生事業として 3月に「健康講座 いきいきライフセミナー」を開

催した。 

 



  （８）会員が参加できる事業として、9 月に「クラシックの名曲とランチを楽しむ会」 

     を宗次ホールにて開催した。 

      

６． 諸会議 

   全国の退職者団体との連絡協調を図るため資料交換など情報収集に努めた。  

    



　　 （単位：円）

当年度 前年度 増　　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1)　経常収益

①　受取会費
会員会費収入 6,878,000 7,219,000 △ 341,000

②　事業収益
事業収入 5,468,731 5,730,891 △ 262,160

③　受取負担金
負担金収入 1,152,900 1,402,050 △ 249,150

④　雑収益
投資有価証券運用益 43,105 50,642 △ 7,537

受取利息 4,500 204 4,296

雑収入 120,669 75,600 45,069

⑤　退職給与引当金取崩額
役員退職慰労引当金取崩額 158,000 0 158,000

退職給与引当金取崩額 0 0 0

経常収益計 13,825,905 14,478,387 △ 652,482

(2)　経常費用

①　事業費
役員報酬 1,470,000 1,470,000 0

給料手当 2,352,000 2,352,000 0

退職金 224,000 0 224,000

福利厚生費 222,444 223,110 △ 666

租税公課 81,000 91,000 △ 10,000

活動推進費 691,000 1,155,000 △ 464,000

慶祝費 1,457,030 1,702,963 △ 245,933

旅費交通費 2,988 29,943 △ 26,955

通信運搬費 199,303 210,158 △ 10,855

備品費 181,235 137,084 44,151

修繕費 0 0 0

印刷製本費 102,395 81,656 20,739

会報発行費 2,446,890 2,226,950 219,940

会員厚生費 123,185 134,754 △ 11,569

賃借料 858,207 808,543 49,664

諸謝金 240,240 240,240 0

委託料 514,896 562,824 △ 47,928

光熱水費 117,591 104,709 12,882

助成金 60,000 90,000 △ 30,000

雑費 542,818 595,434 △ 52,616

退職給与引当金繰入額 0 0 0

②　管理費
役員報酬 630,000 630,000 0

給料手当 1,008,000 1,008,000 0

退職金 96,000 0 96,000

福利厚生費 95,333 89,370 5,963

会議費 235,279 234,400 879

総会費 1,749,229 1,748,741 488

旅費交通費 332 3,327 △ 2,995

通信運搬費 199,302 210,158 △ 10,856

備品費 20,137 29,685 △ 9,548

修繕費 0 0 0

印刷製本費 102,394 78,454 23,940

賃借料 929,725 875,921 53,804

諸謝金 102,960 102,960 0

負担金 197,000 212,000 △ 15,000

寄付金 0 0 0

光熱水費 117,591 104,708 12,883

雑費 74,021 81,196 △ 7,175

役員退職慰労引当金繰入額 0 1,000 △ 1,000

退職給与引当金繰入額 0 48,000 △ 48,000

経常費用計 17,444,525 17,674,288 △ 229,763

当期経常増減額 △ 3,618,620 △ 3,195,901 △ 422,719

２．経常外増減の部
(1)　経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0

(2)　経常外費用 18,508 10,095 8,413

経常外費用計 18,508 10,095 8,413

当期経常外増減額 △ 18,508 △ 10,095 △ 8,413

当期一般正味財産増減額 △ 3,637,128 △ 3,205,996 △ 431,132

一般正味財産期首残高 26,494,946 29,700,942 △ 3,205,996

一般正味財産期末残高 22,857,818 26,494,946 △ 3,637,128

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 22,857,818 26,494,946 △ 3,637,128

科　　　　　　　　　目

正 味 財 産 増 減 計 算 書
令和6年4月1日から令和7年3月31日まで



　　 （単位：円）

当年度 前年度 増　　減

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

普通預金 2,764,374 3,402,453 △ 638,079

定期預金 14,000,000 7,000,000 7,000,000

未収金 51,064 59,081 △ 8,017

前払費用 147,300 150,200 △ 2,900

流動資産合計 16,962,738 10,611,734 6,351,004

２．固定資産

(1)　特定資産

退職給与引当預金 501,000 659,000 △ 158,000

特定資産合計 501,000 659,000 △ 158,000

(2)　その他固定資産

投資有価証券 5,000,000 15,018,508 △ 10,018,508

電話加入権 229,928 229,928 0

保証金 750,000 750,000 0

その他固定資産合計 5,979,928 15,998,436 △ 10,018,508

固定資産合計 6,480,928 16,657,436 △ 10,176,508

資産合計 23,443,666 27,269,170 △ 3,825,504

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未払金 84,848 115,224 △ 30,376

預り金 0 0 0

流動負債合計 84,848 115,224 △ 30,376

２．固定負債

役員退職慰労引当金 309,000 515,000 △ 206,000

退職給与引当金 192,000 144,000 48,000

固定負債合計 501,000 659,000 △ 158,000

負債合計 585,848 774,224 △ 188,376

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

指定正味財産合計 0 0 0

２．一般正味財産

一般正味財産合計 22,857,818 26,494,946 △ 3,637,128

負債及び正味財産合計 23,443,666 27,269,170 △ 3,825,504

科　　　　　　　　　目

貸 借 対 照 表
令和7年3月31日現在



（単位：円）

適　　　　　　　　用 金　　　　　額

（資産の部）
Ⅰ流動資産
　　現金預金

　　　　普通預金 三井住友信託銀行名古屋営業部 2,764,374 2,764,374

　　　　　　　　〃 三井住友信託銀行名古屋営業部 0 0

　　　　定期預金 三井住友信託銀行名古屋営業部 14,000,000 14,000,000

     未収金

　　　　会員会費収入 郵便局 51,064 51,064

　　 前払費用

　　　　総会費用 共立・名古屋共立共同事業体 147,300 147,300

     流動資産合計 16,962,738

Ⅱ固定資産

     無形固定資産
　　　　電話加入権 052-263-1593 他 229,928 229,928

　　　　保証金 吉野道子（事務室借上） 750,000 750,000

　　　　投資有価証券 SMBC日興証券／なごやか市民SDGS未来債 5,000,000 5,000,000

　　　　 退職給与引当預金 三井住友信託銀行名古屋営業部 501,000 501,000

　　固定資産合計 6,480,928

　　資　産　合　計 23,443,666

（負債の部）
Ⅲ流動負債
　　未払金

　　　　法人住民税 当年度分 71,000 71,000

　　　　その他諸経費 ３月分 13,848 13,848

　　預り金

　　　　源泉所得税 ３月分 0 0

　　流動負債合計 84,848

Ⅳ固定負債
　　　役員退職慰労引当金 期末要支給額 309,000 309,000

　　　退職給与引当金 期末要支給額 192,000 192,000

　　固定負債合計 501,000

　　負　債　合　計 585,848

　正　味　財　産 22,857,818

令和6年度　一般会計（財産目録）

令和7年3月31日現在

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳



１．重要な会計方針

(1)　有価証券の評価基準及び評価方法

有価証券の評価基準及び評価方法は、償却原価法（定額法）によっている。

(2)　引当金の計上基準

役員退職慰労引当金及び退職給与引当金は、期末退職給与の要支給額の相当額を計上している。

(3)　消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっている。

２．　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

小　　計 0 0 0 0

特定資産

退職給与引当預金 659,000 48,000 206,000 501,000

小　　計 659,000 48,000 206,000 501,000

659,000 48,000 206,000 501,000

３．　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（うち指定正味財 （うち一般正味財 （うち負債に
産からの充当額） 産からの充当額） 対応する額）

基本財産

小　　計 0 0 0 ―

特定資産

退職給与引当預金 501,000 (501,000)

小　　計 501,000 0 0 (501,000)
501,000 0 0 (501,000)

４．　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

帳簿価額 時　　価 評価損益

投資有価証券 0

なごやか市民未来債 5,000,000 4,869,000 △ 131,000

5,000,000 4,869,000 △ 131,000

５.　実施事業資産の事業別の区分

当期末残高

継１ 継２ 継３

1,500,000 3,000,000 500,000 5,000,000

1,500,000 3,000,000 500,000 5,000,000

合　　　計

当期末残高科　　　　　　　目

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

科　　　　　　　目

合　　　計

資産の名称 合　　　計

投資有価証券

合　　計

科　　　　　　　目

合　　　計



１．　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、財務諸表に対する注記に記載している。

２．　引当金の明細

目的使用 その他

役員退職慰労引当金 515,000 206,000 309,000
144,000 48,000 192,000

付 属 明 細 書

退職給与引当金

当期増加額
当期減少額

期末残高科　　　　　　　目 期首残高


